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水平に近い管内での気液対向流制限(CCFL)の一次元計算に用いる界面摩擦相関式について検討し、直径 D 

= 0.03～0.65 m での CCFL データと計算値との比較により無次元直径 D*の関数として補正項を導出した。 
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1. 緒言 加圧器サージ管の微傾斜管やホットレグの水平管を対象として、気液対向流制限(CCFL)の一次元

計算モデルを整備した[1]。この一次元計算では界面摩擦に定数 fi = 0.03 を使用しているが、多くの fi 相関

式が提案されている[2]。これまでに、液相レイノルズ数 ReLの関数で表わした fi 相関式について検討し、

ReLが大きくなる直径 D = 0.65 m には適用できないことを示した [3]。本報では、気相レイノルズ数 ReGの

関数で表わした fi 相関式について検討し、D = 0.03～0.65 m での CCFL データと計算値との比較に基づいて

無次元直径 D*の関数として補正項を導出した。 

2. 評価方法 傾斜管に対する CCFL の一次元計算モデル[1]を使用

し、fi 相関式に fi = a fwG (ReG), a = 5 [2]を使用した。fwGは気相の壁

面摩擦係数であり ReGの関数[1]である。CCFL の比較データには D 

= 0.03 m [4], 0.05 m [5], 0.65 m [6]での測定値を使用した。a = 5 を用

いた計算値は、図 1 (a)に示すように、D = 0.03, 0.05 m に対しては

測定値[4, 5]とほぼ一致したが、D = 0.65 m に対しては測定値[6]と

比較して落下水量 JL
* を大幅に過大評価した。そこで、直径ごとに

定数 a の最適値を求め、無次元直径 D*を用いて関数化した。 

3. 結果と考察 導出した fi 相関式は fi = a fwG (ReG), a = 1.2D*0.45で

ある。この fi 相関式を用いた CCFL の計算値と測定値[4, 5, 6]との

比較を図 1 (b)に示す。計算値と測定値とで勾配が若干異なるが全

般的には相互によく一致している。この結果は、fi 相関式に fi = a 

fwG (ReG)を使用する場合には、直径 D が大きくなると気相レイノ

ルズ数ReGが大きくなり過小な界面摩擦 fiを与えることになるため、

D の影響を補正する必要があることを示す。 
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図 1 CCFL 計算値と測定値との比較
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